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女性特有の健康課題による経済損失は年間３.４兆円にのぼる





女性の健康に関する知識の課題
【管理職・男性・女性共通設問】

次のような女性の健康に関する社会的な問題があることをご存知でしたか？

月経随伴症状などによる社会経済的負担は年間6828億円に上っており、そのうち
労働損失（会社を休む、労働量・質の低下）が72％を占めている※１ 

「疾患・症状が仕事の生産性等に与える影響に関する調査」では1位メンタル不調、
2位心臓の不調、3位月経不順・PMS（月経前症候群） 等による不調となっており、
男女調査であるにもかかわらず、月経やPMS（月経前症候群）という女性のみの
症状が3位に入っている※２

特定健診(メタボ健診)では、心筋梗塞や脳梗塞などの生活習慣病悪化でおこるリス
クへの対策があるが、就労期の女性にはメタボリックシンドロームに該当する割合
は少なく、 20代には殆ど存在しない。30代の女性のメタボ率は男性の17分の1、
40代は 4分の1以下、50代は3分の1 以下、60代は2分の1以下である。※３
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※１：出典 2011年 バイエル薬品株式会社 「日本人女性における月経随伴症状に起因する日常生活への負担と社会経済的負担に関する研究結果」 
※２：出典 2013年 健康日本21推進フォーラム 「疾患・症状が仕事の生産性等に与える影響に対する調査」 
※３：出典 2007年 厚生労働省 「国民健康・栄養調査」） 

知っていたor
聞いたことがある

平成３１年 経産省調査
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女性の健康課題への支援は社会の急務
なのになぜ、「何をすべきかわからない」の？

男性と女性では、そもそも

生涯を通しての健康課題の出方が全く異なるのに、
女性従業員も周りの人も、女性の健康管理について

学ぶ、考える機会が少ない
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男性：加齢とともに、生活習慣病→大病(心臓、脳の病気など)を患う
女性：①毎月のホルモンの変動を乗り越える

  ②妊娠出産のホルモンの大変動を乗り越える
③更年期のホルモンの激減を乗り越える
→若いころから、小さな不調を繰り返しやすい
また、③のあとは…男性と同様の大病も顕在化しやすい

画像出典）HUMAN+ 女と男のディクショナリー 日本産婦人科学会

http://humanplus.jp/
http://humanplus.jp/


働く世代の「がん」
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就労世代のがんは
女性に多い

＜性別・年齢別がん罹患者数＞
＜仕事を持ちながら悪性新生物で通院している者＞

出典：「平成28年 全国がん登録罹患数・率報告」（令和元年10月1日発行）
厚生労働省「「令和４年国民生活基礎調査」」
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まとめ

•女性特有の健康課題は働く世代で起こりやすく、社会経
済的な負担も大きいことから、注目されている

•課題の解決のためには、
・女性の健康課題が社会の問題になっていることを知り
・女性だけでなく、管理職や周囲の働く人が女性特有の
健康課題について知ること
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